
令和３年度 第７回理事会

日 時：令和３年１０月８日（金） １５：１５～ 

場 所：林木育種センター大会議室（日立市） 

Ⅰ．報 告 

１．コンプライアンスの取組状況について 

２．国立研究開発法人森林研究・整備機構の令和２年度及び第４期中長期目標期間 

における業務の実績に係る評価結果について 

３．環境報告書２０２１（ウェブサイト版）公表について 

４．創立記念式典等の開催及び令和３年度理事長賞受賞者の決定について 

５．森林総合研究所における一般職の研究現場での体験的勤務（研究体験）について 

６．（国研）森林研究・整備機構における新型コロナウイルス感染症対策について 

７．財政融資資金実地監査について（非公表） 

８．令和３年度保険料収入及び保険金支払の実績（暫定値）について（非公表） 

Ⅱ．その他 

１．今後の行事予定について 

２．主要行事 

３．令和３年９月に森林総合研究所が広報した研究成果 



第７回理事会資料 
令和３年１ ０月８日 
法令遵守担当理事 コンプライアンスの取組状況について

１ コンプライアンス推進状況 
１）上期の状況

・機構業務の適正確保、効率的・効果的な業務遂行のため、事業活動に関わる法令等の遵守、監事・会計監査人との連携な
どのモニタリング体制の充実、組織全体としてのリスク管理などの内部統制システムの充実・強化に努めている。

・上期においては、各部門のコンプライアンス推進委員会の取組方針に基づき、法令等の周知徹底のための教育・研修の実施、
公益通報制度の周知と理解などを進めてきたが、新型コロナウィルス感染症の影響があり、開催・実施のスケジュールの見
直しや、リモートワークの利用などを図り取り組んできた。研究所等で実施したコンプライアンス意識調査では、ハラスメ
ントの存在が気に掛かる点である。

２）下期の取組
・引き続き、コンプライアンス研修、コンプライアンス自己診断などに取組み、コンプライアンス意識の浸透に努める。
・また、１２月の国研協としての取組である「コンプライアンス推進月間２０２１」においては、上記のコンプライアンス
研修等の実施、統一スローガン「小さな不正、大きな後悔」の周知、そのためのポスター掲示、昨年に引き続き各部門に
おいて独自の標語の募集、コンプライアンス推進のメッセージの発出などを行う。

・公的研究費等に関するコンプライアンスや研究不正防止にも研究所等の体制と連携し努めていく。
・コンプランアンス・ハンドブックの改訂（森林整備センターにて近時の情勢に対応、研究所等は昨年度改訂済）。
・来年６月の「改正公益通報者保護法」の施行に伴い、本年８月に消費者庁から「改正後の公益通報者保護法に基づく指針」 
が公表されたので、これに対応した当機構の規程等の改正を進めていく。
【規程改正の主な点】
①保護の対象となる内部公益通報者に「退職者」を追加
②組織の長その他幹部が関係する事案については、これらの者から独立性を確保する措置及び、通報事案に関係する者を
公益通報対応業務に関与させない利益相反の排除措置

③公益通報者保護体制の整備（範囲外共有等の防止措置）
④公益通報対応体制の教育・周知・相談対応 など

３）特に留意する点
・ハラスメントの防止（特にコロナ禍で在宅ワークが増え、組織内での指導・監督が行き届かないことを背景としたトラブル
発生の可能性がないか。）

・職場内での労働災害の防止（小さな労働災害が増える傾向にあり、大きな労働災害に繋がりかねない）、造林者の労働災
害の防止

・感染症発生など、不測のリスク発生があるので、リスク管理、リスクマネジメントの向上
・情報セキュリティ、適切な情報管理（情報の信憑性確認）
・コロナハラスメント（感染に対する恐怖が強い状況で働く職種においては、ストレスが高い職場環境のためハラスメントが
起こりやすい。）
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２ 各部門の動き 
部
門 研修実施状況 今後の予定 公益通報

処理の実績 その他 

研
究
所
等

・新規採用者研修(4 月 6 日)
・第１回情報セキュリティ研修

(6 月 24 日、６月 28 日) 
  ＝研修資料＋e ラーニングﾞ 
・国研協コンプライアンス事務担当者
スキルアップ研修（4 月 21 日）

○会議・委員会
・コンプライアンス推進委員会(R4.2 月)
・コンプライアンス合同報告会（R4.3 月 14 日）
○研修
・第 36 回ダイバーシティ推進セミナー（ビデオ）
「選択的夫婦別姓制度」（10 月 1-15 日）

・新規採用者研修(10 月 12 日)
・研究倫理研修会(10 月 21 日)
・第 37 回ダイバーシティ推進セミナー（Web）
「森林総研未来会議①：こんな職場がいいな！そ
んなアイデアを出し合おう」（11 月２日）

・発注者網紀保持に関する研修(11 月５日)
・第２回情報セキュリティ研修（11 月）
・コンプライアンス研修 (12 月７日)
○その他
・コンプライアンス推進月間  ２０２１(12 月)
・情報セキュリティインシデント訓練（11 月）

０件(窓口へ
の通報・処
理とも) 

・令和３年度コンプライアンス推進のた
めの活動計画（４月９日連絡調整会議
周知）

・公益通報窓口（４月９日連絡調整会議、
７月１日サイボウズ周知）

・公的研究費等に関するコンプライアン
ス教育研修（録画視聴、e ラーニング、
誓約書）

・コンプライアンス意識調査
（７月 21 日～9 月 10 日） 

・コンプライアンス担当者意見交換会
(10 月 15 日) 

・国研協第 9 回コンプライアンス専門部
会（7 月 30 日）

整
備
セ
ン
タ
ー

・コンプライアンス研修（管理職対象）
（5 月 21 日）

・コンプライアンス研修（職員対象）
V-CUBE 視聴（7～9 月）

・産業保健総合支援センターセミナー
（富山 外 8 事務所：4～8 月） 

・著作権セミナー等（6 月）
・情報セキュリティ教育研修自己点検
（e ﾗ-ﾆﾝｸﾞ）（9 月）

○会議・委員会
・コンプライアンス推進委員会（R4.2 月）
・コンプライアンス合同報告会（R4.3 月 14 日）
○研修
・新任係長及び新規採用職員研修（10 月）
・コンプライアンス研修（ｅﾗｰﾆﾝｸﾞ）（12 月）
・産業保健総合支援センターセミナー（全国各地） 
・著作権セミナー（文化庁他主催）（千葉､山口､
青森:10～12 月）

・過重労働解消のためのセミナー（ｵﾝﾗｲﾝ）
（10～12 月）

○その他
・コンプライアンス自己診断（11 月）
・コンプライアンス推進月間 ２０２１（12 月）
・情報セキュリティ標的型メール訓練（11､12 月） 
・情報セキュリティインシデント対応訓練（11 月） 

０件(窓口へ
の通報・処
理とも) 

・コンプライアンス意識の浸透・定着に向
けたディスカッションの実施（毎月・職
場毎） 

・コンプライアンス担当者意見交換会
(10 月 15 日) 

保
険
セ
ン
タ
ー

・コンプライアンス研修（管理職対象） 
  （8 月 20 日～９月３日） 
・情報セキュリティ研修（e ﾗｰﾆﾝｸﾞ）
  （8 月 25 日～9 月 30 日） 

○会議・委員会
・コンプライアンス推進委員会（R4.2 月）
・コンプライアンス合同報告会（R4.3 月 14 日）
○研修
・コンプライアンス研修（e ﾗｰﾆﾝｸﾞ）（12 月）
○その他
・情報セキュリティインシデント対応訓練（10 月） 
・情報セキュリティ標的型メール訓練（11､12 月） 
・コンプライアンス推進月間 ２０２１（12 月）
・コンプライアンス自己診断（1 月）

０件 (窓口へ
の通報・処理
とも) 

・コンプライアンス違反を未然に防ぐ風
通しの良い組織づくりに向けた意見交
換会（四半期毎・各課室毎）

・コンプライアンス担当者意見交換会
(10月 15日) 
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国立研究開発法人森林研究・整備機構

理事長 浅 野 透 殿

3 林整研第 1 0 8 号

令和 3年 8 月 2 7 日

農林水産大臣 野上 浩太郎

国立研究開発法人森林研究・整備機構の令和 2年度及び第 4 期中長期目標

期間（平成28年度～令和2年度）における業務の実績に係る評価結果につ

いて

このことについて、 独立行政法人通則法（平成 11 年法律第 103 号） 第 35 条の 6

第 1 項第 3 号の規定に基づき、 別添のとおり業務実績の評価を行ったので、 同条第

7項の規定に基づき、 通知する。

Ⅰ－２
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理 事 会 資 料 

令和３年１０月８日 

環境報告書２０２１（ウェブサイト版）公表について 

 環境報告書２０２１は、令和３年９月３０日からウェブサイト版として以下の URL

で公表したので報告する。 

環境報告書２０２１（ウェブサイト版） 

http://www.ffpri.affrc.go.jp/kankyou/environmental_report_2021/2021.html 

Ⅰ－３
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【機密２】 

理 事 会 資 料  

令和３年１０月８日 

創立記念式典等の開催及び令和３年度理事長賞受賞者の決定について 

 森林研究・整備機構創立記念式典（１１６周年）及び令和３年度理事長賞受賞

者による記念講演を下記のとおり開催する。 

また、令和３年度理事長賞受賞者は、別紙のとおり決定した。 

記 

１．創立記念式典 

  日 時：令和３年１１月１日（月） １３時３０分より 

・理事長式辞

・理事長賞表彰

  場 所：大会議室 

２．令和３年度理事長賞受賞者記念講演会 

  日 時：令和３年１１月１日（月） １５時００分より 

  場 所：大会議室 

※ 記念式典及び記念講演会は、テレビ会議又は Microsoft Teams による

Web配信を検討中。

 詳細は後日お知らせする。 

Ⅰ－４
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理 事 会 資 料 

令和３年１０月８日 

森林総合研究所における一般職の研究現場での体験的勤務（研究体験）について 

（研究職と一般職の相互理解促進策の一環として）

１ 趣旨 

 一般職の職員が研究現場において身をもって研究活動の一端に携わることによって、研

究の意義や当研究所の研究の現状・課題等についての認識を深め、今後の業務に活かすと

ともに、研究職と一般職の相互理解を促進し、当研究所の活性化を図ることを目的として、

本年度からの新たな試みとして実施する。

２ 対象者（研究体験を行う者） 

令和２年４月以降に採用された研究所の一般職の職員：９名

（令和２年度採用：４名、令和３年度採用：５名）

３ 期間 

令和３年９月から１２月頃までの期間で、それぞれ１週間程度

４ 体験内容 

  領域・拠点における、一般職の職員が体験的に実施することが可能で、かつ、体験の実

施により研究の進行に大きな支障が生じないような、研究に関する補助的な業務とする。 
安全に関する指導を必ず行うほか、研究の意義や概要の説明、施設の案内、職員の紹介

等を適宜含めること。

何回かに分かれても、複数の研究室等にまたがっても可とする。また、複数の領域・拠

点が調整の上で、体験内容の一部について、共同で受け入れることも可とする。

５ 実施の手順等 

事務局が、全領域長・拠点長に、対応可能な研究体験実施計画の案の提出を依頼し、提

出された計画案の内容について検討の上で、対象者を受け入れる９つの領域・拠点を選定

した。対象者がどの領域・拠点で体験を行うかは抽選で決定。

受入先の領域長・拠点長は、対象者と相談の上、対象者が所属する科課長の了解を得て、

研究体験実施計画を確定し、事務局に提出する。事務局は安全管理等を確認し、理事に報

告する。

６ その他 

（１）研究体験中の対象者への業務指導、安全指導は、研究体験実施計画に定められた体験

指導員が行い、対象者はそれに従うこととする。特に、体験指導員は、体験開始当初に

Ⅰ－５
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安全に関する指導を確実に行うこととする。

（２）安全を十分確保した上で、現地調査や実験の補助等を積極的に計画することとするが、

極力、受入組織、対象者双方の負担がないような内容とすること。 

（３）出張への同行を計画する場合、出張先のエリアは車で日帰り可能な茨城県または近県

の範囲とすること。宿泊を伴う出張に同行させる必要がある場合、一泊二日の行程とす

ること。

（４）対象者は、体験終了後に報告書を作成し、事務局に提出することとする。事務局は当

該報告書を理事に報告するとともに、受入先の領域長・拠点長、体験指導員及び対象者

が所属する科課長と共有する。

（５）事務局は研究企画科及び総務課が担当し、総括審議役がとりまとめを行う。

【参考】研究体験実施予定 

領域・拠点名 体 験 事 項（案）

森林植生研究領域 広葉樹天然林及び針葉樹人工林の動態および構造把握のための現地

調査（試料の回収、樹木のサイズの測定など日帰りの調査の同行）

森林管理研究領域 ・各研究室の研究内容の見学

・現地調査への同行、補助

・現地調査結果のとりまとめの補助

立地環境研究領域 1.土壌炭素・窒素および近赤外分析（土壌資源研究室）

2.降水と渓流水質のモニタリング（土壌特性研究室）

3.土壌からの二酸化炭素発生速度の測定、野外での土壌水分、温度

観測データの取得（養分動態研究室）

森林昆虫研究領

域、野生動物研究

領域、きのこ・森

林微生物研究領域

カシノナガキクイムシ調査（つくば市内。筑波山試験地）、クビアカ

ツヤカミキリ調査（東京都福生市）、きのこ類のビタミンＤ定量（研

究室）、自動撮影カメラ設置現場での電池・メモリー交換および写真

チェック（茨城県内、所内）

木材加工・特性研

究領域

木材利用の入口となる特性評価技術並びに加工技術に係る実験及び

解析を通して、木材の特徴や利用上の課題について理解を深める。

構造利用研究領域 コウヨウザンの曲げ試験、木造住宅の振動測定、木杭引き抜き試験

森林資源化学研究

領域

木の酒の製造

生物多様性・気候

変動拠点

生物多様性に関する知識の取得と実習的体験を通じて、研究業務を理

解する。

震災復興・放射能

研究拠点

震災復興・放射性物質研究拠点の通常室内業務及び野外調査の体験
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理 事 会 資 料 

令和３年１０月８日 

（国研）森林研究・整備機構 

新型コロナウイルス感染症対策実行本部 

（国研）森林研究・整備機構における新型コロナウイルス感染症対策について 

実行本部設置後、下記のとおりの対策を講じている。 

  記 

○令和２年２月２６日 新型コロナウイルス感染症対策実行本部を設置

・新型コロナウイルスの感染の拡大を受け、国立研究開発法人森林研究・整備機

構地震等緊急災害対策本部設置要領第２条の規定に基づき、国立研究開発法人

森林研究・整備機構地震等緊急災害対策本部（機構対策本部）を設置し、その

下に新型コロナウイルス感染症対策実行本部（実行本部）を設置。

○令和２年２月２７日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について」を発出

・予防措置の徹底、感染の疑いがある場合の自宅待機、出張及び会議・イベント

開催・出席の制限、時差出勤の推進、感染した場合の報告等について周知。

○令和２年３月 ２日 「新型コロナウイルス感染症拡大防止において出勤すること

が著しく困難であると認められる場合の休暇の取扱いについ

て」を発出 

・学校等の臨時休業要請を踏まえ、出勤することが著しく困難であると認められ

る場合に特別休暇（出勤困難休暇）を適用することを周知。

○令和２年３月２４日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策及び特別休暇の取

扱いについて」を発出 

・令和２年２月２７日及び３月２日発出の取扱いについて、４月末日まで延長す

ることを周知。

○令和２年３月３１日 「新型コロナウイルス感染症患者（PCR 検査の結果「陽性」）

が発生した場合の対応マニュアル」を策定 

Ⅰ－６
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・感染症患者が発生した場合のプレスリリース対応について、手順や確認事項等

をマニュアル化。

○令和２年４月８日～４月９日

・緊急事態宣言を受け、機構として業務・事業を継続するための体制を決定し、

逐次実施。

○令和２年４月１７日 「新型コロナウイルス感染症に係る感染予防対策への協力の

お願い－緊急事態宣言の対象が全国となったことを受けて－」

を発出 

・緊急事態宣言の対象が全国となったことを受けて、令和２年２月２７日発出の

予防措置の徹底等を周知のほか、休日も含めた外出の自粛、家族を含めた健康

管理等の徹底を依頼。

○令和２年４月２４日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について（更新）」

を発出 

・令和２年２月２７日発出及び３月２日発出の取扱いについて、当分の間、実施

することを周知。

○令和２年５月１３日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について」の変更を

発出 

・帰国者・接触者相談センターへ相談する際の「症状の目安」が変更となったこ

とを周知。

○令和２年５月２７日 「新型コロナウイルス感染症に係る感染予防対策への協力の

お願い－緊急事態宣言が全国で解除となったことを受けて－」

を発出 

・緊急事態宣言は５月２５日に全国で解除されたが、令和２年２月２７日発出の

予防措置の継続を依頼。（現在、役職員は、ほぼ通常どおり勤務。）

○令和２年６月２４日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について（更新）」

を発出 

・都道府県による催物（イベント等）の開催や施設の使用制限の段階的な緩和を

踏まえ、要件を満たす会議・イベントの開催、施設の使用が可能となることを

周知。
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○令和２年６月３０日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について」の変更を

発出 

・国内移動の自粛要請の解除を受けて、国内出張及び外部開催の会議の出席につ

いて、十分な感染リスク軽減措置を講じれば、承諾が不要となること等を周知。 

○令和２年８月２８日 理事長メッセージ 「新型コロナウイルスに立ち向かう職場

を目指して」を発出 

   ・多くの感染者確認を受け、安心して働ける職場を目指すことを訴えるとともに、 

 この実現のための協力を呼びかける理事長メッセージを発出。 

○令和２年９月４日 「新型コロナウイルス感染症患者（PCR 検査の結果「陽性」）が

発生した場合の対応マニュアル」（Ver．２）」を発出 

・感染症患者が発生した場合のプレスリリース対応について、個人情報保護等の

観点から改正。

○令和２年１１月１６日 「地域状況に応じた新型コロナウイルス感染防止対策のお

願い」を発出 

・地域状況に応じた感染防止対策を講じることを地方組織へ要請。

○令和２年１１月１６日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について」変更を

発出 

・感染疑いのある場合の相談先が、「帰国者・接触者相談センター」から「各都

道府県が定める連絡先」となったことを受け、所用部分を改正。

○令和２年１１月１６日 「新型コロナウイルス感染症患者（PCR検査の結果「陽性」）

が発生した場合の対応マニュアル」（Ver．３）」を発出 

・感染疑いのある場合の相談先が、「帰国者・接触者相談センター」から「各都

道府県が定める連絡先」となったことを受けて、所用部分を改正。

○令和３年１月８日

・緊急事態宣言を受け、機構として自宅勤務を可能な限り行うこと等を実施。

○令和３年２月１日 「新型コロナウイルス感染症患者（PCR検査の結果「陽性」）が

発生した場合の対応マニュアル」（Ver．４）」を発出 

・感染症患者が発生した場合の公表方法について、Web サイト掲載を基本とする

ことに改正。
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○令和３年６月２１日 「国立研究開発法人森林研究・整備機構職員の在宅勤務規程」

を制定 

・ワークライフバランスの実現とともに、新型コロナウイルス感染症拡大防止と

業務継続の両立に資するため、在宅勤務制度を導入。

○令和３年８月３日 「新型コロナウイルス感染症に係る感染防止対策について

ー７月中旬以降の感染急拡大を受けてー」を発出 

・７月中旬以降の感染急拡大を受けて、感染防止対策の徹底、在宅勤務の促進等

を周知。

○令和３年１０月１日 「新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言等の解除後

における取組について」を発出 

・緊急事態宣言等は、９月３０日をもって全国で解除されたが、令和２年２月

２７日発出の予防措置の実行とともに、在宅勤務を可能とする条件整備・工夫

の継続を依頼。
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令和 3 年 10 月理事会資料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 

今後の行事予定について 

会議については、新型コロナウイルス感染拡大状況により時期および開催手法が変更となる場合がある 

日  付 研
究

整
備

保
険

行 事 名 等 場 所 等 

10月7日～

8日 
○ 非住宅 木造建築フェア2021 東京ビッグサイト 

10月8日 ○ ○ ○ 第7回理事会 林木育種センター 

10月11日

～12日 
○ ○ 令和3年度林業研究・技術開発推進九州ブロック会議 

オンライン会議（森林総

合研究所九州支所） 

10月16日 ○ 
伝えたい！森の中の放射性セシウム 

 ～10年で明らかになったこと～ 
オンライン配信

10月19日 ○ 令和3年度林業研究・技術開発推進四国ブロック会議 
オンライン会議（森林総

合研究所四国支所） 

10月20日 ○ 事業運営会議 森林整備センター 

10月20日 ○ 保険運営会議 森林保険センター 

10月21日

～22日 
○ ○ 第106回九州林政連絡協議会 宮崎県 

10月22日 ○ 
森林総合研究所関西支所令和3年度公開講演会 

「森林（もり）の今昔物語」 

龍谷大学響都ホール校友

会館 

10月26日

～29日 
○ 会計実地検査 

森林整備センター 

津水源林整備事務所 

11月9日 ○ 育種運営会議 林木育種センター 

11月12日 ○ ○ ○ 第8回理事会 森林総合研究所 

11月16日

～17日 
○ 地域再生シンポジウム2021 in 飛騨 飛騨市文化交流センター 

11月18日

～19日 
○ ○ ○ 

機構会議、支所長・育種場長・整備局長等会議（合同会

議） 
森林総合研究所 

11月24日

～26日 
○ アグリビジネス創出フェア2021 東京ビッグサイト 

Ⅱ－１
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月　　日 行　事　内　容 出　席　者

９月１０日（金） 【共】第６回理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

１３日（月） ウッドチェンジ協議会 理事長

１４日（火） 第１回環境委員会 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、法令遵守担当理
事

１５日（水） 林業研究・技術開発推進関東・中部ブロック会議 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事

２１日（火） ＤＳＯ総会・懇話会 企画・総務・森林保険担当理事

２２日（水） 林業研究・技術開発推進北海道ブロック会議 理事長、研究担当理事

２８日（火） 第５回農林水産技術会議 研究担当理事

３０日（木） 【研】職務発明委員会 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、法令遵
守担当理事

１０月１日（金） 【研】入所式 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事

４日（月） 庁議 理事長

５日（火） 林業研究・技術開発推進近畿・中国ブロック会議 企画・総務・森林保険担当理事

主要行事（令和３年９月１０日～令和３年１０月７日）

※ 【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事　 の略
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